
平成 27年4月26日（日）
午前　東京都教職員研修センター（水道橋）

午後　東京都教職員研修センター（水道橋）

平成 27年4月29日（水・祝）
午前　東京都立多摩社会教育会館（立川）

高校生留学フェア（次世代リーダー育成道場募集説明会）のお知らせ

日時

東京都教育委員会

　内容は二部構成になっており、第一部では、基調
講演や大使館関係者等の方からのお話、第二部では、
次世代リーダー育成道場（第四期生）募集説明会、
次世代リーダー育成道場修了生による成果報告など
を行います。高校生、中学生、保護者、学校関係者、
都民の方が対象です。４月中旬からホームページで
参加申込みの受付を開始しますので、海外留学に興
味のある皆さん、ぜひ参加してください。

グローバル化の
進展する社会に生き

る若者たちへ

平成27年度

研修生（第四期生）
募集案内

次世代リーダー
育成道場

　次世代リーダー育成道場研修生　200人
　〔 A（冬出発）コース100人、B（夏出発）コース100人 〕

　在籍する学校で募集要項を入手し、学校を通して応募してください。

募 集 人 員

　平成27年４月　　　募集開始　　　　平成27年６月　研修生決定
　平成27年５月上旬　募集締め切り　　平成27年７月　入校式・事前研修開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  〔 面接選考は５月30日（土）又は５月31日（日）に実施 〕

日 　 　 程

応 募 資 格

応 募 方 法

１　都立高校生、都立中等教育学校の３年生以上、都立中学校の３年生であり、在籍している学校の校長が、
次世代リーダー育成道場（以下「育成道場」という。）の求める人材としてふさわしいと認め、推薦す
る者

２　心身ともに健康で応募までに在籍した学校での出席状況が良好であること。
３　育成道場の趣旨を理解し、学校の代表としての使命感をもって全ての研修に参加し、修了まで取り組

む意欲を有すること。
４　学業成績が優秀であり、学校生活と本研修を両立させられること。
５　Ａコースについては、平成９年４月２日以降に生まれた者、Ｂコースについては、平成10年４月２日以

降に生まれた者
　　※ 留学するまでに、英検２級相当以上の英語力が求められます。
　　※ 詳細は、募集要項を御覧ください。

受　講　料
　A（冬出発）コース・B（夏出発）コースともに80万円
　次世代リーダー育成道場の受講料を、所定の時期までに納付していただきます。この受講料は、留学に
係る基本的経費（渡航費、滞在費、学費等）に充当します。なお、別途諸雑費は自己負担となります。
　また、経済的理由により留学困難と認められる研修生を対象として、住民税納付額に応じた減免制度を
設ける予定です。

帰国後の単位認定
　現地の高校で１年分の学習を行い、通常の成果を収めていると日本の在籍校校長が認めた場合には、元
の学年に一旦復学した後、学校の規定による単位数を修得し、進級することができます。

本誌は森林資源の保護とリサイクルの促進のため、
古紙を利用した再生紙を使用しています。

発行　平成27年3月
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ホームページ　http://www.tokyo-jisedai.com/
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次世代リーダー育成道場

問い合わせ先

世界で、自分を鍛えて
みませんか



　社会・経済のグローバル化が進展する中、企業による国籍を問わない優秀な人材の確保等、そ
の影響は全ての日本人に及び、誰もが変化への対応を求められています。
　平成24年度に東京都教育委員会が開設した「次世代リーダー育成道場」は、国内事前研修で様々
なことを学び、その成果をもって留学にチャレンジする都立高校生を支援するプログラムです。こ
のプログラムを通して、世界を舞台に活躍する国際感覚豊かなタフな若者を東京から輩出していき
ます。
　将来、様々な分野や組織で活躍し、日本や東京の未来を担う人材になろうという高い志をもった
都立高校生が積極的に応募し、研修・留学を通じて大きく成長することを期待します。

「育成道場」は①国内事前研修　②留学　③国内事後研修から構成されます。
留学の派遣時期により、A、Bの二つのコースが設定されています。

修了生の

❶ 世界を舞台に活躍できるたくましさ
❷ 海外で通用する英語力
❸ 広い視野や多様な文化への理解
❹ チャレンジ精神
❺ 問題解決能力

「知事・教育委員との
懇談」に参加した1期生
（平成26年9月11日）

「事前研修を通して、様々なテーマに関する自分の意見
をもち、それを言葉にする力が身に付きました。留学
中は、その力を更に伸ばすことができました。」

（１期生Aコース　オーストラリア）

「アメリカ留学中に多様性に触れたことは、私の人生を
変えました。皆それぞれ異なった文化や価値観、自分
の意見をもっており、教室全体がまるで世界の縮図の
ように感じられました。」

（１期生 Bコース　アメリカ合衆国）

「英語力を身に付けることができ、生活が一変しました。
交友の輪が大きく広がるとともに、インターネットで調べ
ものをするときの情報量も飛躍的に増えました。」

（１期生 Bコース　アメリカ合衆国）

声

「次世代リーダー育成道場」の仕組

次世代を切り拓く若者たちへ次世代を切り拓く若者たちへ

（平成27年） （平成 28年） （平成 29年）

A 

B 

国内事前研修 留学（約１年間） 

国内事前研修 留学（約１年間） 

（留学後）国内事後研修：研修成果報告会、合同研修会等

７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６７ ８ ９ 10 11 12

次世代リーダー育成道場で
目指す力

講　　　　義

　留学の成果を最大限に引き出すためには、出発前に、海外で学ぶ目標や目的をはっきりさせるこ
とが重要です。また、語学力を磨き、自国の歴史や文化への理解を深めるとともに、チャレンジ精
神や問題解決能力を身に付けることが、留学を成功に導く大切なパスポートとなります。

　ホームステイをしながら現地の高校に通学して、現地の生徒と共に学習したり、クラブ活動を行っ
たりします。異なる文化や生活習慣の中で、様々な学習や体験に取り組みます。

　英語圏の国に派遣します。これまでは、アメリカ合衆国、オーストラリア、ニュージーランドに留
学しています。（Aコース：オセアニア地域、Bコース：北米地域）

ビジネスや科学、文化など各界のリーダーたちの講義を聞き、海外で学ぶ意義を
明確にします。

英 語 研 修 海外での生活や学習に必要な英語力を身に付けます。また、プレゼンテーション
の仕方やレポートの書き方など、授業で必要なスキルを獲得します。

高校への通学 現地校に入校して、授業やクラブ活動をはじめとする学校生活を送ります。

特別プログラム 派遣先により、現地の大学での聴講、研究施設訪問などを行います。

ゼミナール研究 事前研修で設定したテーマについて、留学先で継続して研究します。

見 学 ・ 体 験 先端技術を紹介する施設を見学します。また、日本の伝統や文化、日本の歴史を
体験的に学びます。

国内事前研修 海外で生活し、現地の高校で学ぶために必要な知識や技能を身に付けます。
研修は、月に２回程度、主に日曜日に実施し、事後レポートの提出等もあります。

留　学 約１年間の留学で、潜在能力を引き出し、磨きます。

留学先

（冬出発）
コース 

（夏出発）
コース 
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平成 27年4月26日（日）
午前　東京都教職員研修センター（水道橋）

午後　東京都教職員研修センター（水道橋）

平成 27年4月29日（水・祝）
午前　東京都立多摩社会教育会館（立川）

高校生留学フェア（次世代リーダー育成道場募集説明会）のお知らせ

日時

東京都教育委員会

　内容は二部構成になっており、第一部では、基調
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参加申込みの受付を開始しますので、海外留学に興
味のある皆さん、ぜひ参加してください。
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次世代リーダー育成道場（以下「育成道場」という。）の求める人材としてふさわしいと認め、推薦す
る者

２　心身ともに健康で応募までに在籍した学校での出席状況が良好であること。
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